
広 報

◎ 平成 5年

3月号

3月 14日 、御用材運行祭が村民約 300人 参加 の もと盛大

に行 われ ま した。

これは、安 東文化顕彰 シ ンボル塔 と して 日吉神社 入 り

口に山門 を形 どった山王造 り京風 二重 鳥居 を建 立 しよう

というもので、25日 には赤 く染められた高さHm、 幅13m
の立派なジャンボ鳥居が完成 しました。

なお、竣工祭は6月 5日 に行われる予定です。

NQ2 7 8号
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式彰
・

表
．

ト・ス
・

テ
一

一ン
〔

コトオ
．

フ里
一

の
一

東
一

安
一

市
浦
村
の
魅
力
を
再
発
見

佐
々
本
英
美
さ
ん
（相
内
地
区
）入
選

た
写
真
家
の
秋
山
庄
太
郎
氏
も
出

＞
作
品
を
見
な
が
ら
講
評

を
行

っ
た
秋
山
庄
太
郎
氏

（左
か
ら
二
人
目
）

沢

勝

之

（
鯵

ヶ
沢

町

）

「
大

沼

の

花

火

」

地

名

一
二

三

（
青

森

市

）

▽
入

選

　

米

塚

稔

（
五

所

川

原

市

）

（
弘

前

市

）

「
冬

の
十

三

」

藤

林

橋

場

浩

次

（
大

阪

府

）

「
神

々

へ

園

地

」

増

田

亭

明

（
弘

前

市

）
「
市

浦

の
夕

焼

」

長

沢

勝

之

（
鯵

ヶ
沢

沢

弘

志

（
青

森

市

）

「
夕

暮

前

の

町

）

「
ン
ジ

ミ

貝

取

り

」

松

尾

隆

〓

日

〓
」

倉

田

儀

昭

（
五

所

川

原

市

）

「
象

徴

」

大

田

誉

（
藤

崎

町

）

（
田

合

館

村

）

「
清

暉

」

赤

木

梢

三

上

貢

（
弘

前

市

）

「
十

二

月

光

」

（
青

森

市

）

「
夏

の

日

」

七

戸

千

代

栄

（
森

田
村

）

「
風

景

・
廃

船

冬

」

工

藤

勝

弘

（
鶴

田

町

）

「
夕

浦

行

一

（
弘

前

市

）

「
岩

木

川

河

日

か

ら

見

た
岩

木

山

」

朽

木

直

文

<作 品 紹 介>

天内勝美さんに
と

な

ぜ

か

市

浦

に
来

た

く

な

る

ん

―

市

浦

村

の
印

象

を

お

聞

か

せ

く

情

の
写

真

が

と

れ

、

私

に

と

っ
て

-255



◆
平
成
四
年
市
浦
村
ス
ポ
ー
ツ
賞

島
津
典
明

（相
内
、
市
浦
村
体
育

体
育
協
会
会
長
在
職
中
の
平
成
四

三
上
順
治

（脇
元
、
八
戸
陸
上
自

衛
隊
第
二
十
八
普
通
科
連
隊
）

駅
伝
競
走
大
会
で
、
市
浦
村
選
手

梶
浦
武
也

（十
三
、
市
浦
村
体
育

相
川
拓
見

⌒十
二
、
五
所
川
原
工

平
成
四
年
度
青
森
県
高
校
少
林

寺
拳
法
新
入
大
会
に
出
場
し
、
団

斉
藤
由
香

（相
内
、
聖
愛
高
校
二

小
林
勇
吾

（相
内
、
五
所
川
原
農

秋
田
谷
和
智

（相
内
、
五
所
川
原

市
浦
村
ス
ポ
‥
ツ
宣

夕
扮
一ｍ
筵
ぜ
饗

い
　

織
前列左から松橋弘祐君、斉藤由香さん、

相川拓見君、後列左から秋田谷和智君、

梶浦武也さん、小林勇吾君、円内上が島

津典明さん、下が三上順治さん。

松
橋
弘
祐

（十
二
、十
二
小
六
年
）

運
輸
大
臣
杯
争
奪
Ｂ
＆
Ｇ
ス
ポ
ー

第
二
十
二
回
冬
期
ス
ポ
ー
ツ
大
会

▼
卓
球
の
部

◆
総
合
の
部
・

▲バ レーボールに熱中する参加者

第
九
回
ふ
れ
あ
い

ゲ
ー
ト
ボ
…
ル
大
会

全
日
程
終
了

▼
団
体
戦

優
勝
＝
磯
松
チ
ー
ム
。
第
二
位
＝

敢
闘
賞
＝
秋
田
谷
寅
四
郎
。
優
秀



広報ιチろい)

広
報
し
う
ら
は
市
浦
中
卒
業
生
を
応
援
し
ま
す

卒業証書授与
`ミ

3纏
攣鰍tり

胴
上
げ
毎
稽
纂
第
対
』
嘘

別
れ

握手ょ」
「
言襲脇革:纏今蹴

先輩へ 謂礎馨鮮チ

感激子躍皇tttヒ贅ζ

贈

一

ヽ
脇元老人

事業生一 人
¨
一
　
一
一

を提供 し
、ＰＴＡの協

¨
オし

ヽ
‐７日‐こ

の手‐こょっ
¨

←卒業アルバム→

卒

三
月
十
七
日
、
市
浦
中
学
校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
、

六
十
六
人
の
仲
間
が
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

未
来
に
向
か
っ
て
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
卒
業
生
へ

広
報
し
う
ら
版
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
贈
り
ま
す
。



颯
り
を
■
り
上
げ
よ
う

十
三
の
砂
Ш
祭
り
実
行
委
で
み
こ
し
を
新
調

‖
うまく絵がかけたノ‖

十三保育所児童が各種大会で入賞

こ

の

み

こ
し

は

、

十

二

の
砂

山

祭

り

実

行

委

員

会

（
小

倉

銀

一
委

員

長

）

が

、

祭

り

を

盛

り

上

げ

よ

ュ

ニ
テ

ィ

ー

事

業

と

し

て

二

百

五

地

区

住

民

の
寄

附

に

よ

り

、

総

額

ク

に
積

み

上

が

ら

れ

、

十

二

壮

青

周

。

ご
祝

儀

が

飛

び
出

す

な

ど
盛

の
十

二

の
砂

山

祭

り

は

大

変

な

盛

十
二
保
育
所
で
は
、
普
段
か
ら

さ
せ
て
い
ま
す
。

歳
）
が
世
界
児
童
画
展
に
お
い
て

特
選

（出
品
数
三
二
八
、
六
四
二

点
う
ち
特
選

一
、
四
六
九
点
）
に

合
格

お
め
で
と
う

梶
浦
美
彩
子
さ
ん

が

一
級
合
格

▽

一
級

　

梶

浦

美

彩

子

（
浦

田

塾

）▽

二
級

　

古

川

千

尋

（
浦

田
塾

）

小

田
桐

恭

子

（
辻

分

珠

算

塾

）

内

康

恵

、

安

田

な

お

（
浦

田
塾

）

神

島

奈

々

（
辻

分

珠

算

塾

）

岡

本

亜

由

美

（
坂

田
珠

算

教

室

）

▽

五
級

　

白

川

千

草

、

葛

西

幸

枝

、

成

田

仁

美

（
辻

分

珠

算

塾

）

▽
七

級

　

棟

方

伸

伍

（
浦

田

塾

）

佐

藤

暁

希

奈

、

村

元

志

穂

（
辻

分

珠

算

塾

）

悟

（
浦

田
塾

）
白

川

舞

（
辻

分

珠

▽
十

級

　

小

寺

由

希

子

（
浦

田

佳

作

　

秋

田
谷

志

乃

ち

ゃ

ん

▼
第

十

四
回

サ

ン

ロ
！

ド

青

森

子

供

版

画

展

入

選

　

秋

田
谷

志

乃

ち

ゃ
ん

市
浦
村
消
防
団
が

日
本
消
防
教
会

優
良
消
防
団
に

こ
れ
は
、
消
防
活
動
及
び
事
業

役
場
庁
舎
を
訪
れ
、
三
和
清
平
団

長
、
木
村
昭

一
副
団
長
が
高
松
隆

三
村
長
に
授
与
の
報
告
を
行
い
、

と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

レ
市
浦
村
長

に
授
与

の
報
告

一̈

第

九

十

三

回

全

国

商

工

会

珠

算

検

定

試

験

が

、

二

月

二

十

日

午

後

一
級

に
合

格

し

ま

し

た
。

今

回

の
受

験

者

数

は

二

十

二

名

特

選

　

中

井

亮

く

ん

人

選

　

近

藤

祥

平

く

ん

▼
東

奥

児

童

美

術

展

▼
第

七

回

浅

虫

水

族

館

図

画

展

銅

賞

　

近

藤

祥

平

く

ん

十三地区でお披露目されたみこし
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の
用

事

が

足

せ

る

の

で

、

交

通

事

こ

こ

の
ダ

ウ

ン
タ

ウ

ン
評

議

会

の
ト

マ

ス

・
グ

フ

エ
ー

専

務

理

事

文

化

の
中

心

地

に

し

た

い
と

力

説

・
ア

メ

リ

カ

」

が

建

設

さ

れ

た

こ

占

め

る

ベ

ビ

ー

プ

ー

マ
と
呼

ば

れ

全
長
三
十
ｋｍ
の
空
中
遊
歩
道

る

世

代

（
三

十

二

歳

か

ら

四

十

六

歳

ま

で

）
を

中

心

に
、

す

べ

て

の

ン
タ

ー

（
約

十

二

万

坪

）

の

こ
と

で
あ

り

、

街

の
中

に
も

う

一
つ

の

模

を

も

つ
屋

内

遊

園

地

を

中

心

に

、

画

劇

場

街

や

水

族

館

、

そ

れ

に

一

ズ

と

い
う

世

界

第

一
級

の
デ

パ
ー

独

特

の
手

法

を

用

い
て

い
ま

す

。

装
の
価
値
感
ま
で
違
う
と
聞
い
て
、

「
動

く

国

定

記

念

建

造

物

」

と

言



(7)広報ιチろ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
日
本
総
領
事

お

り

、

こ
れ

に
基

づ

き

独

自

の
行

政

組

織

や

政

策

の
決

定

お

よ

び
市

州

制

」

に

改

め

る

と

い
う

提

言

を

パ
リ

の
事

務

局

に
職

員

を

送

り

外

運

営

に

つ

い
て

は

別

に
選

挙

で
選

　

　

上

げ

し

た

あ

る

政

治

団

体

は
東

京

　

　

Ｇ

Ｎ

Ｐ

を

世

界

ラ

ン
キ

ン
グ

に
当

　

　

ゃ

福

井

市

な

ど

で

は

そ
う

し

た
気

ば

れ

た

委

員

が

あ

た

る

こ
と

に
な

　

　

一
極

集

中

を

排

除

す

る

た

め

に
現

　

　

て

は

め

る

と

、

例

え

ば

北

海

道

は

　

　

迫

が

な

く

、

地

方

交

付

税

等

を

中
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大
な
る
を
聞
い
て
恐
れ
を
な
し
　
　
政
権
自
由
に
行
な
っ
て
い
ま
し
　
　
　
こ
の
噂
さ
が
、
奥
六
郡
の
衣

た
。

国

司

も

公

卿

の
中

か

ら

選

　

　

川

館

に

い
た

安

倍

頼

良

の
耳

に

ぼ
う

と

し

た

の

で
す

が

、

右

の
　

　

も

達

し

な

い
わ

け

は

ぁ

り

ま

せ

よ

う

な

有

様

で

し

た

の

で

、

源

　

　

ん
。

頼

良

に

と

っ
て

一
番

心

痛

氏

の
棟

梁

で
あ

る
頼

義

を

最

適

　

　

で
あ

っ
た

の
は

、

鬼

功

部

合

戦

任

者

と

し

て
選

び

ま

し

た
。
　

　

　

は

、

国

司

登

任

が

勅

宣

も

経

な

■
〓

憂

薇

と

い

ｏつ

人

　

　

　

一

】

¨

綱

曰

“

（

一

釧

〔

』

】

源

頼

義

は

、

相

模

国

⌒
現

神

　

　

後

冷

泉

天

皇

の
宣

旨

に

よ

る

戦

一

『

「

一

¨

［

中

¨

¨

】

［

一

　

　

一

一
一

』

¨

一

途 ‥こ ぅ

一

”

〔

“

¨

い
う

こ

と

で
す

。

ま

た

、

弓

の
　

　

が
頼

良

討

伐

軍

の
頼

義

の
許

に

名

人

と

し

て

も

そ

の
名

を

関

東

　

　

馳

せ
参

し

で

膨

大

な

る

軍

勢

と

一
円

に
馳

せ

、

坂

東

の
武

士

の
　

　

な

っ
た

こ
と

を

知

り

、

と

て

も

大

半

は

そ

の
配

下

と

な

っ
て

い
　

　

勝

算

が

な

い
こ

と

を

考

え

る

よ

か
に
、
頼
良
が
奥
羽
二
州
に
勢

賊
軍
に
な
る
こ
と
と
無
勢
で
は

鬼
功
部
合
戦
の
大
勝
利
の
余
勢

を
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

大
故
令

一
方
、
頼
義
は
、
源
家
の
勢

劫師』“一たゎげ繰翔】麟輝

と
意
気
込
ん
で
多
賀
城
に
入
城

し
、
軍
勢
を
整
え
ま
し
た
。

ち
よ
う
ど
そ
の
矢
先
急
に
、

天
下
に
大
赦
が
公
布
さ
れ
、
安

倍
頼
良
の
罪
も
赦
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
た
。
が
っ
か
り
し
た

の
は
頼
義
で
、
た
い
へ
ん
喜
ん

だ
の
は
頼
良
で
し
た
。

大
赦
と
い
う
の
は
皆
さ
ん
も

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
小
和
田
雅

子
さ
ん
が
皇
太
子
妃
に
な
り
ま

す
と
、
罪
科
の
軽
重
に
よ
っ
て

大
赦
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
皇
室

に
喜
び
事
が
あ
る
と
大
赦
の
令

が
大
化
二
年

（六
四
六
）
ご
ろ

か
ら
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
時
の
大
故
は
具
体
的
に
は

『陸
奥
話
記
』
に
書
か
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
関
白
頼
通
の
女
寛

子
が
後
冷
泉
天
皇
の
皇
后
に
な

ら
れ
た
こ
と
を
祝
っ
て
施
行
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

頼

良

改

名

安
倍
頼
良
は
大
い
に
喜
ん
で

自
分
の
名
を

「頼
時
」
と
改
め

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
司
源
頼

義
と
自
分
の
名
の
読
み
方
が
「ょ

失
敬
に
当
た
る
と
い
う
意
味
で

朝
廷
に
対
し
て
叛
意
の
な
い
こ

と
を
示
し
、
謹
慎
の
意
を
こ
め

踏
み
込
ん
で
い
え
ば
、
頼
義
に

こ
の
よ
う
な
頼
時
の
恭
順
に

よ
っ
て
、
暗
雲
の鋼
矧
いた
奥

州
の
天
地
も
再
び
静
證
を
取
り

る
お
い
、
平
隠
に
暮
ら
す
よ
う

永
承
六
年

（
一
〇
五

一
）
、

今
か
ら
九
百
四
十
二
年
前
の
こ

と
で
す
。
十
三
湊
安
倍
安
藤
①

氏
の
先
祖
陸
奥
六
か
郡
の
司
安

倍
頼
時
の
心
中
に
い
さ
さ
か
触

史
第
二
巻
』

（目
下
執
筆
中
）

で
お
読
み
下
さ
い
。
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2.機 械 等 賃 料

内の交通事故概況
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広報ιチ400
を
報
告
し
、
老
後
に
関
す
る
意
識

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

今
回
は
寝
た
き
り
に
な
っ
た
場
合

の
介
護
希
望
な
ど
に
つ
い
て
報
告

凩

（
つ
づ
き
）

②
寝
た
き
り
に
な
っ
た
場
合
の
介

護
希
望
に
つ
い
て

っ
た
場
合
の
介
護
希
望
に
つ
い
て

宅
を
希
望
す
る
人
が
約
半
数
と
多

い
の
に
比
べ
、
市
浦
村
は
施
設
入

所
を
希
望
す
る
人
が
四
十
五

・
一

％
と
最
も
多
く
、
自
宅
と
答
え
た

人
は
三
十

一
・
三
％
で
し
た

（表

１
）。
こ
れ
は
、
前
回
お
知
ら
せ
し

来
、
老
人
の
み
の
世
帯
に
な
る
こ

世

帯

に
な

っ
て

も

長

年

住

み
慣

れ

、

隣

近

所

と

の

つ
な

が

り

が

深

い
村

に
住

ん

で

い
た

い
と

い
う

愛

郷

心

國
圃

市

浦

村

の
将

来

の
推

計

人

口

で

に

は

約

半

数

が

高

齢

者

に
な

る

こ

と

が

予

想

さ

れ

て

い
ま

す

。

本

格

立

場

で
自

発

的

な

対

応

を

と

る

こ

に

は

「
経

済

的

な

保

障

」

「
健

康

が

非

常

に
重

要

で
す

。

こ
れ

ら

を

さ

し

い

こ
と

で

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

個

人

は

も

ち

ろ

ん

、

家

族

、

地

域

の
関

係

者

な

ど

の

一
致

し

た

協

力

生

活

を

実

現

す

る

よ

う

に

し

た

い

嗜 警
昇

尚

　

敏

（
磯

登

三

子

（
弘

明

　

弘

（
兵

千

代

子

（
相

勝

　

幸

（
相

純

　

子

（
千

同
目
□

古

　

川

　

　

　

猛

（
十

三

）

５６

歳

小

　

倉

　

不

二

男

⌒
十

三

）

６３

歳

熱

珈

ツ

こ

ち

ら

編

集

室

と

い
き

な

り

広

報

が

遅

れ

た

こ
と

慌

た

だ

し

く

過

ご

さ

れ

た

と
思

い

ま

す

。

二

月

は

卒

業

、

就

職

な

ど

と
新

た

な

る

旅

の

は

し

ま

り

の
月

か

ら

年
度

も

か
わ

る

こ
と

だ
し

「
新

Ｈ

」

と

強

く

意

気

込

む

が
果

た

し

決

意

を

新

た

に
す

る

Ｍ

二

月

号

の

「
戸

籍

の
窓

⌒
ご
結

婚

）

」

で

、

木

村

静

香

⌒
車

力

）

が

木

村

静

子

（
車

力

）

と

な

っ
て

い
ま

し

た
。

訂

正

し

て

お

わ

び

し

表1.を
与會だよぜ薯究宅ユ憲象

つたら

表2.市浦村に住んで良かつた点、不便な点

表3.需籍暮菫習将操様墓ふ橘 る
の


